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市
で
は
、
平
成
14
年
度
に
策
定
し
た
「
障

害
者
プ
ラ
ン
改
訂
版
」
を
見
直
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。
新
し
い
計
画
づ
く
り
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
調
査
基
準
日
を
４
月
１
日
と

し
て
、
一
般
の
か
た
や
障
害
の
あ
る
か
た
を

対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
し
た
か
た
が
た
に
調
査
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い
た
か

た
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課

TEL(

８
６
６)
２
０
９
３
フ
ァ
ク
ス(

８
６
３)

６
３
６
２

市
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
」
の
運

用
益
を
活
用
し
て
、
民
間
団
体
が
自
主
的
に

行
う
先
導
的
・
モ
デ
ル
的
な
保
健
福
祉
活
動

に
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
金
額
に
は
上
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
活
動

在
宅
福
祉
の
普
及
・
向
上
を
目
的
と
す
る

活
動
／
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活

発
化
す
る
た
め
の
事
業
―
な
ど

●
申
し
込
み

４
月
28
日
(木)
ま
で
福
祉
総
務

課T
E
L(

８
６
６)

２
０
９
２

要
介
護
４
か
５
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

高
齢
者
を
ご
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

に
、
介
護
用
品(

月
限
度
額
５
千
円
分)

、
介

護
慰
労
金(

年
間
10
万
円)

を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
慰
労
金
の
支
給
は
、
過
去
１

年
間
に
所
定
の
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

介
護
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
用
品
　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、
清
拭
剤
、
使
い
捨
て

手
袋

申
請
方
法
　
「
注
文
票
」
に
翌
３
か
月(

原

則
四
半
期
ご
と)

に
使
用
す
る
希
望
品
目
・

数
量
を
書
い
て
、
介
護
保
険
課
、
河
辺
・
雄

和
市
民
セ
ン
タ
ー
福
祉
保
健
班
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
品
名
は
注
文
票
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
５
〜
７
月
分
は
４
月
18
日
(月)
ま
で
、

そ
れ
以
降
は
支
給
さ
れ
る
前
月
の
７
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

配
達

申
請
さ
れ
た
介
護
用
品
は
、
申
請
月

の
月
末
ま
で
に
、
ご
自
宅
に
配
達
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

T
E
L(

８
６
６)

２
０
６
９

平
成
17
年
度
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
行
う
文
化
活
動
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
請
の
締
め
切
り
は
４
月
28
日
(木)
。
対
象

事
業
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
文
化
振

興
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L(

８
６
６)

２
２
４
６

芸
術
・
学
術
の
分
野
で
活
発
な
創
作
活
動

を
行
い
、
優
秀
な
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、

す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
か
た
に
、
文
化
選

奨
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
秋
田
市
民
ま
た
は
秋
田
市
を
拠

点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
が
、

平
成
16
年
４
月
か
ら
17
年
３
月
ま
で
に
創

作
、
発
表
、
刊
行
し
た
作
品
で
す
。

推
薦
の
締
め
切
り
は
４
月
28
日
(木)
。

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

T
E
L(

８
６
６)

２
２
４
６

道
路
法
や
河
川
法
な
ど
の
適
用
を
受
け
な

い
里
道
、
水
路
な
ど
の
法
定
外
公
共
物
の
う

ち
、
道
路
や
水
路
の
機
能
が
あ
る
も
の
は
、

今
年
４
月
か
ら
市
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
や
水
路
の
機
能
が
な
い
法
定

外
公
共
物
の
管
理
は
、
引
き
続
き
国
が
行
い

MATION
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民
間
団
体
な
ど
が
行
う

保
健
福
祉
活
動
に
助
成

２

家
族
介
護
用
品
、

介
護
慰
労
金
を
支
給

３

(

仮
称)

新
秋
田
市
障
害
者
プ
ラ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を

１

文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

５

人口１7.３.１現在

●人口／336,192人(－130)
●男／160,207人( －78)
●女／175,985人( －52)
２月分・出生 182人

・死亡 220人
・転入 518人
・転出 610人

（ ）内は前月比

●世帯／133,036世帯(－89)

秋
田
市
文
化
振
興
助
成
金

芸
術
・
学
術
な
ど
の
文
化

事
業
に
助
成
し
ま
す

４

里
道
、
水
路
な
ど
の

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

６



ま
す
が
、
関
係
す
る
事
務
の
取
り
扱
い
は
、

こ
れ
ま
で
の
県
地
域
振
興
局
に
替
わ
り
、
東

北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
が
４
月
か
ら
行

い
ま
す
。
里
道
、
水
路
な
ど
の
管
理
先
に
つ

い
て
は
、
用
地
調
査
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

用
地
調
査
室T

E
L(

８
６
６)

１
９
１
５

秋
田
財
務
事
務
所T

E
L(

８
６
２)

４
２
０
５

雄
物
新
橋
は
、
補
修
工
事
の
た
め
、
４
月

１
日
(金)
か
ら
５
月
31
日
(火)
ま
で
の
平
日
、
午

後
９
時
か
ら
翌
朝
５
時
30
分
ま
で
、
夜
間
通

行
止
め(

下
流
側
の
歩
道
橋
は
通
行
で
き
ま

す)

と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
秋
田
大
橋

な
ど
、
う
回
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局

企
画
道
路
課T

E
L(

８
６
０)

３
４
７
２

水田耕起

水田代かき

田
植

補助乾燥

もみすり

精　　米

粉・粒剤

乳　　剤

ラジコンヘリ防除

あ ぜ 塗 り

一 般 作 業

生 乾 燥

刈取・脱穀

6,000円

6,600円

苗は含みません

籾の投入・排出・見回り

籾の投入・排出・見回り

60kg当たり(紙袋を含まない)

60kg当たり

100m当たり(1m当たり45円)

男女とも１人１日当たり

ラジコンヘリコプター防除の場合
は、おおむね5ha団地単位としま
す。薬剤は含みません。

7,000円

8,000円

19,000円

7,500円

4,500円

500円

1,000円

900円

1,600円

1,200円

1,300円

4,500円

1,800円

春
作
業

乾

燥

調

製

秋
　
　
作
　
　
業

薬
剤
散
布

作業種別 料　金
（10アール当り）

備　　　考

7,500円

草 刈 り 畦はん・溝はん部分

畦はんからの散布の場合
(薬剤は含みません)
水田の中へ入っての散布の場合
(薬剤は含みません)

農作業の標準受委託料金

問い合わせ 農業委員会事務局TEL(866)2270

昨年、秋田市で起きた火災は99件で、損害額は約
２億円にのぼります。火災は不注意によるものが多
く、一人ひとりの心がけでかなり防ぐことができま
す。日ごろ忘れがちな火の恐ろしさを改めて認識し、
絶対に火災を起こさないようにしましょう。

●寝たばこは、絶対ダメ！
●ストーブは燃えやすいものから離して！
●ガスこんろなどのそばを離れるときは必ず消火
●住宅用火災警報器を設置して、逃げ遅れを防止
●寝具や衣類は防炎製品を使いましょう
●住宅用消火器を置いて、火が小さいうちに消火
●もしもに備え、隣近所の協力体制をつくりましょう

春の火災予防運動
４月３日(日)～９日(土)

火火は消した？ いつも心に きいてみて

消防本部予防課TEL(823)4247問い合わせ

397万2千円

２月の家庭ごみなどの量は、基準年(平成
15年２月)と比べて666㌧減り、貯金額は先
月末から76万９千円増えました。
貯金の使いみちについて、みなさんから

アイデアを募集しています！　環境企画課
までお寄せください。TEL（863）6632

２月末現在の環境貯金は

＊御所野の総合環境センターで焼却・溶融したごみの量(資源化物を除く)

最
終
結
果
の

発
表
は
５
月

の
広
報
で

２月の家庭ごみなどの量

農業委員会では、平成17年度の農作
業を受託・委託する際の「農作業標準受
委託料金」を下表のとおり定めました。
この料金は、通常の10㌃区画ほ場条

件をもとに算定したものです。あくま
でも目安ですので、料金設定の際は、これを参考
に地域の実情に合わせて決めてください。
労働時間は原則として１日８時間で、「まかな

い」やその他の現物支給は含まれず、委託者の補
助的な作業出役もしないものとします。

機械植え

側条機械植え

コンバインの場合(籾運搬込み)

平成17年度 ●子どもと高齢者を見かけたら“思いやり運転”で
●バイクなど二輪車に乗るときは安全確認を忘れずに
●シートベルトとチャイルドシートは必ず着けて
●飲酒運転は絶対しない・させない

春の交通安全運動
４月６日(水) 15日(金) 急がずに

マナーとゆとりで
交通安全

４
月
１
日
(金)
〜
５
月
31
日
(火)
の
平
日

雄
物
新
橋
が
夜
間
通
行
止
め

７

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

広報あきた　４月１日号15

▲

※50㌃区画以上の料金は、標準料金の90㌫とします。


